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矢 野

この 『東南アジア研究』で ｢近代 日本の南

方関与｣というテーマで特集号を組むのはこ

れで 2度目である｡ 2年ほどまえ,第16巻 1

早 (1978年 6月刊)で, 6篇の論文および資

料よりなる特集を組んだのが最初であった｡

｢南方関与｣という新 しいモチーフで専門的
な研究が行われ,そしてこのようなかたちの

特集号を学術専門誌が組むのは稀有の例とあ

って,予想外の反響があった ｡

この分野への関心は,その後日本の学界に

次第に定着することとなり,たとえば正田健

一郎編 『近代日本の東南アジア観』 (アジア

経済研究所 昭和53年)などのような業績の

刊行をみることにもなった ｡ なかでも,昭和

52年からはじまった文部省特定研究 『東アジ

アおよび東南アジアにおける文化摩擦』は,

｢近代 日本の南方関与｣というテーマを学界
に定着させる上で決定的な契機となり,この

特定研究が継続 した 3年間のあいだに,きわ

だった水準の実証的な業績が数多 く公刊され

たのである｡

本号で 2度目の特集を組むにあたって,こ

れまで私どもが心掛けてきた ｢南方関与｣研

究上の配慮をはっきり打ち出すことにした｡

ひとつは,従来の研究が日本の南方進出な

り ｢南進｣なりをとか く日本側の事情だけで

説明しがちであったのを改め,東南アジア側

の事情を現地で得られる一次資料によってで

きうる限り明らかにしようという配 慮 で あ

る｡ 巻頭に置いた吉川利治氏の論文は,タイ

国農商務省で同氏が発見 した貴重な一一次資料

に基づいて執筆された画期的な業績である｡

明治期の日本人のシャム進出をシャム側の事

情を加味 して解説 しようという試み自体,大

いに注目されねばならないだろう｡

*京都大学東南アジア研究センター

暢 *

もうひとつは,日本の南方進出に果た した

台湾の役割を重視 しようという立場である｡

中村孝志教授および長岡新治郎氏の論考は,

たんなる台湾 ･日本間関係の域を越えて,近

代日本外交史の上で,台湾が南洋と日本とを

結ぶ戦略的拠点として重要な役割を果た した

ことを実証する買重な業績である｡中村孝志

教授その他による研究によって,日本の南方

関与に果たした台湾の決定的な役割のことが

明らかにされてきていることを, ここで改め

て特記 しておきたい｡

第 3に, 南方と関与 した 日本人, ないし

≪日本≫それ自体の精神性という問 題 が あ

る｡南方関与のこの局面は,どれほど掘りさ

げても十分ということにはならないだろう｡

おそらく,近代日本の精神史との対決という

次元にまで問題は及ぶことだろう｡ いずれに

せよ, ｢南方関与｣研究 の眼目のひとつは,

まさにその点にあるといってよかろう｡

その点,吉川洋子氏の論文は,フィリピン

に進出したごく初期の日本人であり,その後

のフィリピンと日本との関係の基礎をつ くっ

た田川森太郎という注目すべき人物について

の現地調査を踏まえたおそらく初めての実証

的な業績である｡小島勝氏の論考は,南洋に

進出した日本人が現地でどのような精神的鋳

型にはめられていたかを示す興味深い分析で

あって,貴重な業績といえよう｡ 安場保吉氏

および 太田弘毅氏 の 論考は, 昭和期の ｢南

進｣についての買重な視点ないし一次資料を

提供する作品として見逃せない作品である.

いずれも,現在の日本における南方関与研

究の深まりを示す一級の業績であって,学界

にたいするかけがえのない貢献であるといえ

るだろう｡
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EditorlsNote

Toru YANO*

Thisspecialissueonthehistoricalaspects
oりapan'spresenceinSoutheastAsiaisthe
secondroundofacollectiveeffortbyschol-

arstochallengethequestionofJapan's

relationswithSoutheastAsiaintheperiod
aftertheMeijiRestoration andtoopen
newfrontiersinSoutheastAsianstudiesin

Japan･ The丘rstroundwaspresentedin

acollectionorsixpapers,whichappeared
intheVol･16No.1issueorthisJournal
inJune,1978.

Thisspecialissuecontainssevenpapers
onthethemeof‖HistoricalPatternsof

ModernJapan'sCommitmenttoSoutheast

Asia･" Thecontributorswereencouraged

topresentfreshpointsOfviewinexamining
theirtoplCS.
Firstorall,therelationshipestablished
betweenJapanandSoutheastAsiamustbe

explainedbyhistoricalnecessitiesonthe
partorthe SoutheastAsian countries.

ThearticlebyPror･ToshiharuYoshikawa

*TheCenterforSoutheastAsianStudies,Kyoto
University
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on Siam-Japan relations is especially

noteworthyinthatitisbasedon丘rst-hand
materialsgatheredinThailand･

Secondly,Taiwan)sposition,bothstrate一

glCandgeographic,mustbeheededasa
cruciallink,withoutwhich Japan'sap-
proachtoSoutheastAsiawouldhavebeen
far less smooth. The contributions by
Prof.TakashiNakamuraandMr.ShiIカiro

Nagaokaaresignificantinthisrespect･
Theotherarticles,allwell-researched,
focusonJapan'sstancevis-a-visSoutheast
AsiacoveringsuchvariedtoplCSaSthetype

ofJapanes.ewhowenttoSoutheastAsia,
theeducatlOnalcultureimposedonJapa-

nesecitizensresidinglnthereglOn,andthe
substanceoftheJapaneseconcern with
SoutheastAsia Justbefわre and during
WorldWarII.

TheEditorhopesthatthesearticleswill
stimulate an interestin thissubjectin
academiccircles,bothwithinandoutside

Japan.
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